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道の駅越前おおの 荒島の郷 ［福井県大野市 2021年］
JF2760AC DB色
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蟹谷こども園 ［富山県小矢部市 2020年］
JF2760AC LB色

生田神社 ［兵庫県神戸市 2019年］
JF2760AC LB色
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フェニックス・シーガイア・リゾート -THE LIVING GARDEN- ［宮崎県宮崎市 2017年］
JFSR2760AC DB色

籠田公園 ［愛知県岡崎市 2019年］
JF2740AC LB・DB色



06

豊島区新庁舎（豊島の森） ［東京都豊島区 2015年］
JF2760AC 特注色



人工木材は新世代へ
自己消火性人工木材「プラスッド」

施設・住宅問わず
年間800件以上の施工実績

事例

デッキ

ルーバー

プラスッドは独自の技術で開発された、スチレン系特殊プラスチックと
木粉を合わせた人工木材(再生木材)※です。木材の持つ天然素材の良さと
プラスチックの耐久性、成形性という長所を併せ持つことで、お互いの
欠点を補うことができました。環境にやさしく、リサイクル可能な環境共生型の
木質新素材です。

全国で年間800件以上の採用実績をもつ、環境共生の人工木材（再生木材）
です。施設・住宅問わず、あらゆる建築物で幅広く採用されています。その
耐久性から、ウッドデッキ・ルーバー・ベンチなどのエクステリア建材として
数多くの実績があります。

※人工木材：再生木材や合成木材などとも呼ばれ、一般的には木粉とプラスチックを混合した
　素材の総称を指しています。
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プラスッドとは



地域の森を守りながらフクビの「ものづくり力」を生かす
プラスッドは地 域 の 間 伐 材を守る森 林 組 合と一 緒 に製 造しています。
異業種の方と事業を行うことで新しい可能性が生まれ、それが地方創生と
環境共生につながることを信じ、プラスッドは作られています。

SDGsへの取り組 み
フクビグループでは4つの基本姿勢と具体的数値目標を掲げ、SDGsに取り
組んでいます。低炭素社会と資源循環型社会の実現に貢献します。

間伐材を有効利用したトレーサビリティ建材

木粉 樹脂

粉砕

さらに粉砕

木粉樹脂
フクウッド

押出成形

+ =

福井の森で採れた間伐材を粉砕して木粉化し、その木粉とスチレン系特殊
プラスチックを自社混合した、木粉混合プラスチックペレット「フクウッド」を
生産します。このフクウッドを原料にした押出成形品が人工木材プラスッドです。
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プラスッドの生成

プラスッドとは

間伐材 切削チップ

プラスッド



プラスッドの特長
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プラスッドの特長

色あせにくい

JIS認定取得

自己消火性

木材よりも経年による色変化が少なく、施工時の美しさを長期間保つことが
できます。

プラスッドはＪＩＳ Ａ５７４１ 「木材・プラスチック再生複合材」の認定を取得しました。
認証番号    ： ＴＣ０５ １１ ００３
認証取得者 ： フクビ化学工業株式会社
認証規格    ： ＪＩＳ Ａ５７４１ ： 木材・プラスチック再生複合材
認証日　　 ： 2011.9.20
認証機関　 ： 建材試験センター

公共エリアや商業施設・学校・高層建築などに自己消火性製品を使用
することで、火災に対して安全性が高まります。

燃焼距離・燃焼時間が一定基準以下の場合に自己消火性または
不燃性と判断しますが、建築基準法上の不燃、準不燃、難燃とは違い
ますので、ご注意ください。

JIS K6911 「熱硬化性プラスチック一般試験方法 5.2 耐燃性A法」

メタルウェザー試験(超促進耐候性試験)照射 4h(B.P.53℃, 50%RH) 4h(B.P.30℃, 98%RH)
上記8hを1サイクルとして、4サイクルでおよそ1年の外に相当すると考えられます。 
試験体 ： デッキND JF2760AC(デッキとルーバの素材は同じです)
※超促進耐候性試験の一例であり、性能を保証するものではありません。印刷のため、実際の
　色と異なることがあります。

従来 自己消火性

■試験方法■試験結果 ■自己消火性がわかる
　試験動画

バーナー着火後20秒 バーナー着火後20秒バーナー着火後40秒 バーナー着火後40秒

初期 12サイクル 20サイクル 40サイクル 80サイクル 120サイクル

*燃焼時間は燃焼距離が100mmに達した時間
*上記数値は測定結果の一例であり、保証値ではありません。

DB

RB

LB



※ASTMD4803-7準拠試験での社内試験結果による。
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プラスッドの特長

自然な木質感

建物にマッチするカラー

らくらくメンテナンス

遮熱性能

帯電抑制機能

しっかりした歩行感

安心の素材

安全設計

プラスッドの中には木粉が多く入っていますので、ツヤが少なく触れた
ときにやさしさを感じます。

建物との調和を図れるようにカラーバリエーションを取り揃えています。

プラスッドデッキは腐りにくいので、木材のように定期的な塗装作業が
不要です。

遮熱顔料帯電抑制デッキは帯電抑制デッキに比べて5～15℃の温度低減
効果が認められています。

プラスッドデッキNDは素材中の木粉が吸湿し、その水分が静電気を流す
ことで、帯電しにくくなリます。帯電抑制タイプは、その吸湿を促す素材を
複合することで通常品と比べ、静電気を帯電しにくくしています。

木粉を多く含むので強度が高く、歩いた時のしっかり感があります。

木材のようなささくれやひび割れがなく、水に濡れてもぬめりが出にくいので、
雨の日でもすべりにくくなっています。

デッキ表面にビスが出ない安全設計になっています。また、デッキの幅
方向の目地からコインなどが落ちにくいデザインです。

近赤外線・赤外線 近赤外線・赤外線

遮熱顔料帯電抑制デッキ非遮熱デッキ

反射が多い



DECK ND
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DECK ND
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高強度の面材と、耐腐食性に富む防錆金属製の大引き・根太を組み合わせた
大面積用屋外デッキです。大勢の方が通行する公共エリアや商業施設向けに
最適です。表面にビスが少なくボルトが出ないため、美観と安全性にも優れて
います。デッキの目地に水がたまらず、コインが落ちにくい工夫や、自己
消火性の特長も有しています。

高耐候性

帯電のメカニズムと放電

帯電性能

構造

帯電はデッキ材上を人が歩行すると、靴とデッキ材の間の摩擦や剥離によって人とデッキ材に反対の電位の静電気が
発生します。デッキ材の静電気が流れにくい場合は、静電気が体にたまっていき帯電電位が高くなります。一般に
帯電電位が3ｋVを超えた状態で金属製の手すりやドアに触れると放電現象が起こり、手にピリッと痛みを感じ
始めます。

素材中の木粉が吸湿し、その水分が静電気を流すことで、帯電しにくくなります。これによりデッキの上を歩いた後、
金属に触れたときに発生する静電気(痛みを伴う放電現象)を抑制する機能があります

二層中空品のデッキ材は、基材と表層は異なるプラスチックを使用しています。表は耐候性が優れていることで良く
知られているASA(アクリロニトリル・スチレン・アクリルゴム共重合体)を使用しています。ASAは屋外使用での実績も
長いプラスチックで、変色が少なく、長期の強度保持性にも優れています。

■プラスッドデッキNDの帯電性能

■表面抵抗率

一般的な人工木デッキ 9.6×1014Ω

■帯電防止性能評価値(U値)目安 プラスッドは[グレードⅡ]相当

プラスッドは0.3kV■人体帯電と電撃の強さの関係

DECK ND

コインが落ちにくい構造 コイン

※上記数値は測定結果の一例であり、保証値ではありません。



カラーバリエーション

遮熱帯電抑制タイプ

カラーバリエーション

※遮熱帯電抑制デッキの色調は帯電抑制デッキの近似色になります。必ず色見本をご確認ください。

SLB

LB

SGY（受注生産色）

GY（受注生産色）

SDB

DB

SBK（受注生産色）

BK（受注生産色）

SRB

RB WH（受注生産色）

LINE UP

帯電抑制タイプ
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表面：フラット
JF2760AC

表面：リブ
JW2760AC

DECK ND

表面：フラット
JF2760AC（S〇〇色）



ND POST 31

ND POST 36

ND POST 46

ND POST 59

ND POST 74

ND POST 97

ND POST 124

ND POST 147

ND POST 194

ND POST 223

最大2枚使用可能。1枚当たり1/50の傾斜に対応できます。

ND POST3.

1. 束プレート+SUSボルト

（樹脂束）

傾斜プレート
ND POST 31 ND POST 59 ND POST 223

支持脚の種類

ND POST
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詳しくは17Pへ

WDタイプEPタイプ

2. 鋼製束



部材一覧
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部材一覧



部材一覧
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部材一覧
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部材一覧



施工ガイド
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施工ガイド
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施工ガイド



21

施工ガイド
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施工ガイド



23

施工ガイド
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施工ガイド
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施工ガイド
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施工ガイド

横浜ハンマーヘッドパーク ［神奈川県横浜市 2020年］
JF2760AC LB・DB色



設計・施工・使用上のご注意
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・根太40×70を使う場合、大引きの支持脚ピッチは900mm以下としてください。
・根太の取付けピッチは、500ｍｍ以下としてください。（デッキ面材の支持間距離430ｍｍ以下）弊社標準根太以外
  を使用の場合で、受け面幅が70㎜以下になる場合は根太の内内寸法が430mm以下になるように根太取り付け
 ピッチを調整してください。ただし、中庭などの通風の悪い場所、ガラス面の前等でデッキの温度が著しく高くなる
 ことが予測される場所へ施工する場合、根太ピッチを最大250mmとしてください。
・根太40×70の張り出しは束足芯から最大180ｍｍにしてください。
・デッキ面材の張り出しは原則として根太芯(弊社標準根太使用時）から最大85mm（持ち出しは50ｍｍ）までにして
 ください。これを超える場合は、御相談ください。
・壁面との隙間は10ｍｍ以上、建具との隙間は5ｍｍ程度確保してください。
・デッキ面材の目地は長手ジョイント部5ｍｍ、幅方向目地４ｍｍとしてください。材の性質上、環境や条件により
 伸縮しようとして目地ズレが生じる場合があります。その場合は、小口からデッキ面材を押すなどして再調整を
 行ってください。

束足・大引きのピッチは900mmですが、根太40×70の長さが900mmの倍数の2700mmですので、
貼り始め側の束足・大引きと2本目の束足・大引きのピッチは900mm以下となります。2本目以降の束足・
大引きピッチは900mmとしてください。こうすることで、根太材のジョイント部が束足・大引きの上に来ます。

根太ピッチも同様に考えます。面材の長さが500ｍｍの倍数の2000ｍｍですので、貼り始めの根太と
2本目の根太のピッチは500mm以下となります。2本目の根太の位置が面材端部から500mmの位置に
くるようにして、それ以降は500mmピッチで根太を配すると、面材のジョイント部が根太の上に来ます。

■設計上のご注意

納まり図作成上の注意

束足・大引きのピッチ

根太ピッチ

1.寸法

設計・施工・使用上のご注意



設計・施工・使用上のご注意

・デッキNDの標準システムとしての耐荷重（静荷重）は最大500kg/㎡です。
・本製品は歩行用です。車などが通行する場所に使用しないでください。
・デッキＮＤの自重はおよそ25ｋｇ/㎡です。

2.荷重
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･デッキに使用している鋼製根太が腐食することがありますので、腐食性を有する温泉では使用しないでください。
･デッキ表面は太陽光で温度が上がり、素足で歩行するとやけどする恐れがあります。素足で歩行する場所には
 使用しないでください。
･崖地などの危険な場所での展望デッキとしての使用、また、デッキの上に落葉が多量に長期間堆積する場所での
 使用はお避けください。
･本製品は可燃物ですので、熱風の吹き出し口、火源のそばに設置しないでください。
･デッキ設置周りに曲面状にガラスを配置、または曲面ガラスを設置する場合に、ガラスが太陽光を集光し、いわゆる
 虫眼鏡効果でデッキ面材表面に損傷を与えることがあります。また、屋内の置物などが集光して、同様な事象を
 起こすことがあります。
・デッキＮＤの飛散防止のために適切な飛散防止策を講じてください。特に屋上やベランダなど、風の強い場所への
 設置時はご注意ください。
・デッキ取り付け部床下の排水が不十分ですと、湿気でデッキが反ることがありますので、排水が滞ることがない
 ように床下の水勾配を取ってください。
・砂場等の近くに設置する場合、床下への砂の堆積や、目地に砂がつまることで、床下が湿潤状態になると、デッキが
 反りあがることがあります。デッキ目地や床下の定期的な清掃を行える様、点検口を設ける等してください。
・デッキ表面は吸水性が少なく、デッキ面材端部の形状と水の表面張力の影響から雨水が乾きにくいことがあります。
 特に日当たりが悪い場所ですと雨水が乾きにくいため、設計でデッキに水勾配を設けるか、使用者にモップなどで
 水を拭き取ることが必要になることをお伝えください。

3.設置場所
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設計・施工・使用上のご注意

・人工木材は材質として含まれるプラスチックの性質上、静電気を帯電しやすいため、帯電抑制タイプは、帯電
 防止剤などを添加し、従来品に比べ帯電しにくくしております。但し、それでも施工場所の環境や歩行の仕方、
 歩行者の個人差などで、帯電した静電気により歩行者が不快感を持つ場合があります。予めご了承ください。
・プラスッドはプラスチックと木粉を主原料としている為、周囲の温度変化・湿気等により膨張・収縮が発生します。
 発生を出来るだけ防ぐために、適正な目地の確保と目地への砂、ゴミ、落葉等の詰まりが無いようにしてください。
・ケミカルアンカーE330の接着強度はM12寸切りボルト埋め込み30mmで1000kgです。
 (コンクリートのコーン破壊強度)
・NDポストの接着強度は、200kg/個です。
・デッキＮＤは着色された表層と基材層の2層で構成されています。基材層はリサイクル材も使用していますので、
 色のばらつきがありますが、性能に影響はありません。
・デッキ材をコンクリート床に全面接着で貼り付けることはお避け下さい。
・デッキＮＤは自己消火性を有していますが、建築基準法でいう不燃、準不燃、難燃材としての認定、性能は有して
 いません。
・デッキのコインが落ちにくい構造は、従来品に比べてコインが落ちにくい製品設計をしていますが、コインが
 絶対に落ちないことを保証するものではありません。
・デッキの施工された環境によっては、カビや藻などが生えることがあります。
・カタログの印刷の特性上、実際の商品の色と異なることがありますので色見本等でご確認ください。また、天然の
 木材を原料に使用しているため、原料の色調によりロット毎の製品において、多少色が異なることがあります。

４.その他



・デッキ面材は木工用の鋸で切断できますが、通常の木材に比べ硬めなので、超硬チップ付きの鋸刃をご使用いた
  だくことをお勧めします。
・デッキ面材は木材ではないため、釘やビスは効きません。
・根太材の切断時の金属粉はもらい錆びの原因になりますので、床に残らないよう清掃してください。
・終端部のデッキ面材の幅が面材幅の1/2以下にならないようにしてください。
  1/2以下になる場合は、1/2の幅以上に切断した2枚のデッキ面材の幅方向を突き当てて納めてください。
・指定以外の根太、接着剤、部材を使用しないでください。十分な性能が出ないことがあります。
・アンカー用エポキシ接着剤E330の施工温度は5～30℃とし、コンクリート穿孔穴の切削粉を取り除き、床が乾いた
  状態で使用してください。また、2液の混合比率を守り、混合を適切に行なわないと十分な強度が出ないことがあります。

固定押え金具Ｗで固定する場合、１箇所以上固定してください。
金具とデッキ目地の位置は、右図のように金具のツメが2個ずつかかるように取り付けてください。
ツメの掛かりが少ないと端部の反りなどにつながります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
長手目地幅5±2mm / ビスは1カ所以上 / デッキ面材の向きに注意 / ビス留め位置注意 / デッキ面材貼り始め

■施工上のご注意

押え金具Wの取付

ビスは1カ所以上固定

長手目地幅5±2mm

・押え金具を留めるビスを斜めに打ち込まないでください。
 ビスをしめこむことができず、デッキ面材の浮きにつながることがあります。

30

設計・施工・使用上のご注意



設計・施工・使用上のご注意

31

① デッキ面材の凹みのある方を貼り始め側にセットします。
② サラドリリングタッピンビス5×45を側面端部から25mm、切断端部から20mm以上離れた位置で留めます。
    この時、デッキ面材に下穴を開け、座彫りしてから留めてください。座彫り深さはビス頭とデッキ面材の面が
    面一になる程度で深くなりすぎない様にしてください。下穴を開けずに直接ビス留めすると面材が割れる場合が
   あります。また、デッキ面材は中空ですので、木材のように強くビスで締めつけると、ビス締めつけ部周りに
    クラックが入ったり、割れてしまうことがありますので、強く締め付け過ぎないように注意して作業してください。
③ 専用押え金具をナベドリリングタッピングビス5×16で留めます。
④ 次のデッキ面材を右図のように斜めに押え金具の爪に差し込みながらセットします。

・製品を保管する場合は、水平な場所に平置きし、高温、高湿での保管を避け、雨や日光が直接当たらないように養生
 シートなどで覆ってください。
・デッキ面材側面に強い太陽光が片側側面だけにあたり、温度が上昇すると、製品の曲がりや反りが発生することが
 ありますので、施工直前まで、なるべく直射日光が当らないようにしてください。
・湿度の影響によりL寸が変化するため、梱包シートはなるべく、施工直前まで外さないでください。

デッキ面材の取付

製品の保管

面材の向きに注意 ビス留め位置注意

面材貼り始め
1025

25

25

25

20以上
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・製品に火気を近づけないでください。燃えたり、変形したりする恐れがあります。
・シンナーを使用しないでください。製品が溶解することがあります。
・強い力でたたいたり、重いものを落としたりしないでください。製品が折損したり、陥没したりすることがあります。
・薄手の靴下やストッキングで直接歩行すると、ストッキング等が破れることがあります。
・雨などで表面が濡れると、滑りやすくなりますので歩行にご注意ください。
・表面が汚れた場合は、やわらかいスポンジなどを用いて中性洗剤で洗浄してください。
・デッキの上をシートなどで覆うと、床下が乾きにくくなり、反りなどの原因となることがありますので、お避けください。
・雨の吹き込む軒先に施工されたデッキの場合、雨水の境界に雨シミができることがあります。
 これは、製品に含まれる木粉中の成分が雨水に溶出してできるもので、有害なものではありません。
  どうしても、気になる場合は、水で薄めた中性洗剤を散布し、雨シミを浮かび上がらせたのち、
  亀の子タワシのような目の細かいブラシを用いて軽くこすり、洗剤を水で洗い流せばきれいになります。
・日中は、デッキ表面が高温になることがありますので、裸足での歩行はお避け下さい。
  特に小さなお子様はご注意ください。
・太陽光が各種レンズ効果を持つもの（曲面ガラス、透明なサンダル、水の入ったペットボトル、水槽など）を置いたり
 すると、集光した光で、床板が高温になりデッキ面材表面に膨れが発生することがありますので避けてください。
・床下が湿潤状態になると、デッキが反りやすくなりますので、デッキ目地や床下は定期的に清掃をおこなってください。

使用上のご注意
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長期ご使用により、製品が徐々に変色したり、荒れが目立ってくることがあります。そのような場合は、製品表面を洗浄後、塗装をすることでより

長くご使用いただけます。塗料を購入される場合は、一般のソリッドカラー塗料も使用可能ですが、デッキNDの肌触りを残したまま、メンテナンス

するにはオイルステイン塗料のほうが優れています。 

製品にホースなどで水をかけ、大まかに砂や泥汚れを洗い流します。次に水を含ませたスポンジに中性洗剤をつけて製品表面をよく洗浄します。 

洗浄後、再びホースなどで水をかけ洗剤が製品表面に残らないように気をつけます。

雑巾やタオルなどで製品表面に付いた水をふき取ります。しばらく自然乾燥し、水分が飛ぶのを待ちます。手で触れて、手が湿らなければ準備

完了です。

オイルステイン塗料(油性)は布(ハケなどで塗装することも可能ですが、木材のような吸い込みがあまりないので過剰に塗布する可能性が

あります)などにしみこませ、製品表面に刷り込むように塗料を塗布します。全体的に薄く濡れるほうが仕上がりは良好です。色が濃い場合は

希釈シンナーで希釈してください。その後、自然乾燥してください。 

※注意 オイルステイン塗料は、シンナーを含みますので、塗料から発生する蒸気を長時間吸い込むと気分が悪くなったりすることがあります。

居室の窓を閉め、居室内に蒸気が入らないようにしてください。また、塗装作業はマスクをして、晴れて風通しの良い日に行ってください。塗料が

デッキ面材の隙間から垂れると、ふき取るのが困難なので、垂らさないように注意して塗装してください。塗料取り扱い中は、手袋などをして皮膚に

触れないようにしてください。(その他塗料に記載の事項を守ってください)

推奨塗料 ・玄々化学工業(株) サドリンClassic(木材保護着色塗料)

お問い合わせ電話番号 0567-28-9207 http://www.gen2.co.jp/

耐久性としては2-3年に1回塗り替えしていただければより長持ちします。 

■デッキ材の長期使用後のメンテナンス

1. 表面洗浄

2. 乾燥

3. 塗装

メンテナンス

デッキ材は、耐候性に優れた樹脂中に天然の木粉を混合した人工木材です。耐久性のある樹脂を使うことで、くさらない、ささくれないといった

特長と同時に、天然の木粉を含むことで、自然な艶になるメリットがあります。

天然の木粉自身は樹脂中に分散していても、完全に木の性質がなくなるわけではありません。そのため、製品に含まれる天然の木粉から木の

成分が雨水に溶けだして、デッキ材表面にシミが発生することがあります。耐久性などの性能や人体に影響をあたえるものではありませんが、

汚れたように見えるため外観上気になる場合があります。この雨シミは、時間の経過とともに発生しにくくなりますが、普段雨が吹き込まない

部分まで強風で雨が吹き込むと、その雨に濡れた部分で新たに雨シミが発生することがあります。雨シミは、水で流すだけでは取れませんが、

洗剤などを使えば清浄になります。

デッキ材の雨シミの清浄方法

デッキ色

LB

DB

RB

サドリンClassic

WO-0094  メイズ

WO-0003  チーク

WO-0098 パドーク






